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写真-2 遠心成形供試体試験状況 
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コンクリートの圧縮クリープ試験 

 （JIS A 1157） 

 

試験概要 
当社では、窒素ガスの圧力を利用して荷重を作用させる専用の

載荷装置により試験を行います。載荷によって生じるクリープひ

ずみとともに同様の供試体で乾燥収縮ひずみも測定します。当社

の装置では、円柱供試体φ10×20cm(写真 1)及び遠心成形供試体

φ20×30cm(写真 2)で試験が可能で、最大 400kN までの荷重を作

用させることができます。 

 

試験方法 
試験には、圧縮強度試験用、載荷用、無載荷(乾燥収縮ひずみ

測定)用について、各 3 体ずつ計 9 体の供試体を使用します。専

用の載荷装置を使用して供試体に持続応力(荷重)を作用させま

す。JIS A 1157では、供試体に作用させる応力は圧縮強度の 1/3

ですが、試験の目的によって変更も可能です。載荷持続期間中の

供試体には、応力によって生じるクリープひずみに加え、乾燥収

縮ひずみも生じます。このため、クリープひずみのみを求めるた

めに、同様の供試体で乾燥収縮ひずみ(無載荷ひずみ)も同時に測

定します。無載荷の供試体は載荷される供試体と乾燥条件を同等

とする為に上下端面をシールします。載荷持続期間は 1年以上と

されています。 

コンクリートのクリープとは、持続応力(荷重)が作用することにより時間とともにひずみが

増大する現象です。クリープ現象により増大するひずみ(クリープひずみ)を測定する試験がコ

ンクリートの圧縮クリープ試験です。クリープひずみやクリープ係数は、鉄筋コンクリート部

材を設計する際に考慮されます。クリ－プ係数は、載荷後のある時間におけるクリ－プひずみ

と載荷時の弾性ひずみとの比で求められ、時間とともに値が大きくなります。 
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写真-1 円柱供試体試験状況 



 

 

 

 

 

 

普通コンクリートのクリープ係数(圧縮強度 55N/mm2以下のコンクリート) 

鉄道構造物等設計標準、道路橋示方書などでは表-1及び表-2に示すクリープ係数が定められて

います。また、クリープ係数は、実際の環境条件等を考慮した実験結果から定める場合や、配合、

載荷時の有効材齢や圧縮強度、相対湿度などの諸条件を考慮して算定される場合があります。また、

表-3に示す様に環境や配合などの要因によりクリープ係数は異なります。 

 

 

 

表-2 道路橋示方書より：材齢とクリープ係数の関係 

εct=εat-εe-εst 

 

 

表-1 鉄道構造物等設計標準より：材齢とクリープ係数の関係 

ひずみや応力度の関係について以下の式及び図-1に示します。 
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μεct:単位クリープひずみ[(N/mm2)-1]  

εct:クリープひずみ  

σ:載荷応力度(N/mm2) 

μεct=εct/σ 

 

表-3 クリープ係数が大きくなる要因 

φt=εct/εe 

 

εct:クリープひずみ  

εat:全ひずみ  

εe:載荷時弾性ひずみ 

εst:無載荷ひずみ 

φt:クリープ係数 

εct:クリープひずみ 

εe:載荷時弾性ひずみ 
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図-1 用語の概念 
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